
おもや おもや

おもや

おもやおもや

はなれ

はなれはなれ

南側立面図

南側立面図

東側立面図

北側立面図

西側立面図

東側立面図西側立面図

北側立面図

立面キープラン

はなれ

はなれ

Ｎ

外観デザインの考え方

・建物を低層に抑え、外壁面を分節することで周辺のまち並みのスケールと調和した計画とします。
・建物の随所に軒下空間や通り抜けのピロティを設けて、市民の憩いの場や生活動線をつくります。
・日射や視線を制御する役割を担う有孔パネルで建物全体を包みます。「おもや」を横張りとするのに対し、「はなれ」を縦張りとす
ることで、「おもや」と「はなれ」の区別をより明確にするとともに、壁面の長いはなれのボリュームを分節する効果を生みます。

有孔パネル(横張り)

有孔パネル(縦張り)

アルミ複合板

ALCパネル
フッ素樹脂塗装

ALCパネル
特殊スサ配合樹脂モルタルの上、フッ素樹脂塗装

コンクリート打放し
フッ素樹脂塗装

スチールパネル 溶融亜鉛メッキリン酸処理

南側立面図

東側立面図

北側立面図

西側立面図

大國魂神社側から見た有孔パネルイメージパース
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通り庭ロビー

屋内ブリッジ

屋外ブリッジ

屋内ブリッジ

屋内ブリッジ

おもや はなれ通り庭

風除室

会議室

会議室

会議室

議会ロビー

議場

会議室

機械室

機械室

議会ロビー 副議長室

展望テラス

地下駐車場

地下駐車場

柱頭免震構造

柱頭免震構造

執務エリア

執務エリア

会派室会派室

執務エリア

執務エリア

執務エリア

会議室会議室

市長公室

ピロティ

執務エリア

執務エリア

執務エリア

執務エリア

執務エリア

執務エリア

おもやはなれ 通り庭
B-B’ 断面図

A-A’ 断面図

断面計画の考え方

・地下駐車場の柱の上部に、柱頭免震構造を採用し、大規模地震の際にも庁舎機能を維持できる計画とします。
・大空間の「おもや」執務エリアにおいては、天井材を設けず、ダクトの不要な床吹出し空調システムの採用により、階高を抑えた
計画とします。

B

共用スペースエリア

□凡例
執務エリア

会議室エリア

市民利便スペース
エリア その他諸室エリア

議会エリア

おもや
A

A

Bʼ
Bʼ

B

Aʼ

Aʼ

はなれ
断面
キープラン

Ｎ

▼最高高さ 26.93m
▼RFL

88
0

49
00

42
00

40
00

41
00

41
00

45
00

51
50

21
00

45
0

65
50

26
93
0

70
0

▼6FL

▼5FL

▼4FL

▼3FL

▼2FL

▼1FL ▼平均地盤面
▲設計GL

▼B1FL

▼底盤

▼最高高さ 26.93m
▼RFL

88
0

49
00

42
00

40
00

41
00

41
00

45
00

51
50

21
00

45
0

65
50

26
93
0

70
0

▼6FL

▼5FL

▼4FL

▼3FL

▼2FL

▼1FL ▼平均地盤面
▲設計GL

▼B1FL

▼底盤
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【地上部】
大國魂神社のケヤキ、街路樹のサツキなど、周辺の既存
樹種を中心に計画し、周辺環境と調和する緑を目指しま
す。東側は、大國魂神社からの連続性と見通しを意識し、
ムサシノケヤキの並木としながら、中木・低木・地被類
で彩りを加えます。「通り庭」には、枝葉の広がらないメ
ンテナンスも容易なホウキモモをポイントで配置します。
また、「通り庭」の植栽は、一部可動式のプランターとし、
市民が日常的に緑に親しむ場となると同時に様々なイベ
ントにも対応できる設えとします。 【はなれ屋上】

乾燥に強く、虫や鳥がつきにくく管理のしやすいハーブを中心とした庭園とします。
島状の植栽帯は、適度なプライバシーを確保し、市民の憩いの場となります。

植栽計画の考え方

ハクモクレン（落葉） ホウキモモ（落葉） マユミ（落葉） 可動式プランターオトコヨウゾメ（落葉）シダレザクラ（落葉）シラカシ（常緑）ムサシノケヤキ（落葉）

ゲッケイジュギンバイカ ツルニチソウオリーブ

５階植栽図

AʼA

A-Aʼ 立断面イメージ

山路を登りながら

1 階植栽図

ケ

ケ

ケ
ケ ケ ケ ケ

ケ

ケ

ケ

ゲッケイジュ ギンヨウアカシア

ツルニチソウ
ハイビャクシン

レモンバーム
コトネアスター

ギンバイカ

デッキ デッキ

ケ

ケ

ケ
ケ

ケ
ケ

ケ

ケケ

ケ

ケシ

ホ
ホ ホ ホ

ハ ハ ハ

ホ

ホ

ホ

ホ

シラ

シラ

シラ

シラ
シラ

オ オ オ オ オ オ マ ママ マ マ マ マオ

シロタエギク
コトネアスター

オリーブ

マホハシケ シラ オ

様々なイベントや活動の舞台となる通
り庭は、広々としたオープンスペース
を確保しつつ、日常的に市民の憩いの
場となるようにポイントで緑を配置し
ます

通り庭

近隣住宅地のプライバシーに配慮し、
サカキ等の生け垣を中心に緑の緩衝帯
を設けます

北側

通り庭の顔となるエントランスには、
神社側の緑を継承し、高木の足元を低
木・地被類で彩った島状の緑地帯を配
置します。府中の豊かな自然を象徴す
る空間です

府中街道側

駐車場出入口付近は中木を植えず、低
木を中心に適宜高木を配した見通しの
良い設えとします

駐車場出入口

可動式プランター

神社の豊かな樹木を引
き込むようにけやき並
木を整備します。足元
に低木や地被類を配し
た見通しの良い遊歩道
は、来庁者を迎えるア
プローチ空間です

大國魂神社側

Ｎ

P. 13

植栽計画



・���場所�関�機関
��ット�ー���
・安���発信
・�き�し支援
・重要業���
・応援�受�

・物資受�れ��分
・�通����
・インフ�����
・ボ�ンティア受�れ

想定����

1000�
・���900�
・�庁�100�

1000�

900�

900�
（��可能な�
�は����）

900�
（��可能な�
�は����）

・通常業���
・��支援

�庁舎に整備する設備・�ステ�時���

日

日

・災害対策本部設置
・���集�発信
・インフ�確保

・安全確保
・��害

日

日

日
�災発�時 ����

����

高��化
��基準法×

家�転�
防�対策

�い家� 家��定

��井化
（おもやの一部）

��下物�害の防� �転�物�害の防�

１日
災害対策
本部機能

�常電源�����

��設備

災害備蓄��
�料�飲料水

テント���

�所確保
井水利用

汚水貯留槽

飲料水確保
受水槽

ペットボトル

�日まで

�日まで

１��

電源確保
�常発電機

燃料タン�

太陽光発電

室内��
自�通�

�常電源

給水� 汚水回�

��対応
スペースの確保
高����害�

負��

�り込み��

対応
仮�室����ー

受���の

��

��確保
�常電源��

自�採光

燃料�給 燃料�給

集中豪雨

対応

地上部に
重要設備
機器設置

防災備蓄��
の�物内設置

��発信
��タル���

�������

��設備

燃料�給

飲料水・雑用水確保

�確な
��動線

計画

��日分備蓄

水��� 下水���

�電�� �電��

燃料�給

�電���電��

自家用発電機
��時��転

設置
�動電源�対応

電源 ��受電
本線・�備電源

通信引込み
ルート化
防災�線

通信の多重化

府中市基準
以上の排水
設備を設置

災害��として
�たす�き機能

ＢＣＰ計画の考え方 ―  災害時に庁舎機能を確保し、ＢＣＰ（事業継続計画）を支えるために採用する手法  ―

災害想定
地震時

水害時 ※集中豪雨

防災危機管理課と連携した災害対策本部の設置1. 必要な防災設備と自立性を備えたライフラインの確保2. 救護活動支援スペースの確保3.

・計画地は、ハザードマップで定める浸水エリアに該当しない地域です。集中豪雨における水害を想定して計画します。
・集中豪雨対策として、『府中市地域まちづくり条例に関わる排水設備』の基準以上を設けた計画とします。 
・重要設備の水没対策のため地上部分の６階に機械室を設置し、集中豪雨時にも庁舎機能が安全に機能する計画とします。

・「はなれ」４階に、防災危機管理課を設置します。   
また、隣接して災害対策本部・準災害対策本部
を計画し、円滑な支援対応を可能とします。

・災害対策本部と同階の「おもや」４階に市長室・
副市長室を計画するなど、災害時には速やかに
災害対策本部を設置することが可能なゾーニン
グとし、災害対策本部室には映像設備等の必要
な機器類を整備します。

・上水については、ペットボトルの備蓄による飲料水確
保に加え、受水槽内の残量も活用できるよう緊急遮断
弁と水栓を設置する計画とします。

・雑用水については、雑用水槽の残量に加え、井戸から
も供給可能な計画とします。

・下水については、平常時は湧水槽とし、災害時には汚
水貯留槽に切り替え、容量を確保する計画とします。

・太陽光発電については、「はなれ」４階の災害対策本
部の一部のコンセントに供給可能な計画とします。

・通信については、通信回線の混雑や途絶に備えるため、
引込みの多重化を検討します。また、高速・多回線が確
保できる光ファイバー回線と電源が断絶しても活用でき
るメタル回線の多重化を図ります。

・燃料については、災害時の停電に備え、自家発電機用燃
料 (3 日分 ) を備蓄します。また、段階的に電気の負荷制
限を設定し、備蓄燃料の消費の効率化を図ることで、稼
働日数の延長を可能にします。

・庁舎内部については、「おもや」１階ロビーを市民が
一時的に待機できる場所として想定します。また、「は
なれ」１階の多目的スペースを応急処置の場所に転
換利用可能な計画とします。さらに、地下１階は災
害活動支援エリアとして計画します。

・庁舎外部については、「通り庭」に救援物資等の仮置
スペースを計画します。「はなれ」のピロティ部分は、
屋根付きの災害活動支援エリアとして計画します。
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■  防災計画 ゾーニング図

空調凡　例

災害対策
拠点エリア

行政支援
エリア

一般待機
エリア

トイレ
エリア

備考 トイレエリアについては、洗浄便座、暖房便座は含んでいません。

エレベーター
エリア

災害活動
支援エリア

屋外支援
エリア

※ｼｬﾜｰ室※ｼｬﾜｰ室

※ｼｬﾜｰ室

※ｼｬﾜｰ室

換気 給湯 給水 ガス 照明 ｺﾝｾﾝﾄ

○ ○ ー ー ー 50％ 100％

○ ○ ー ーー 30％ 30％

30％ 30％

100％

100％

自動水洗
ｾﾝｻｰのみ

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー 30％ 一部

ー ー ー ー ー ー

ー ー

地下駐車場
エリア（ ） ○ー ー ー ー 30％ 一部

ー ○ ー ○ ー

「府中市事業継続計画」における『非常時における優先通常業務』がＢ以
上の執務空間とします。
給水のみ確保し、給湯については、電気の復旧又は被害がない場合を想定します。

防災備蓄倉庫
電気室関係

・はなれ電気室

・庁舎管理室

災害活動支援エリア

救援物資等仮置スペース
防災広場

「通り庭」の有効活用
※防災広場/庁舎内と連携した防災拠点

ロビー

多目的
スペース

ピロティ

ピロティ

・テント設置スペース
・救援物資搬入車両受入れスペース
　自衛隊搬入車両（４ｔ車両）

防火水槽(地下ピットを活用)

防災センター

毛布または寝袋
一人あたり１枚　＝1,000 枚

食料（１日３食）
１週間分の場合
１日目　クラッカー
２日目　アルファ米  
　以降

合計　クラッカー 3,000 食、アルファ米 18,000 食

　３食 ×1,000 人＝  3,000 食
 18 食 ×1,000 人＝18,000 食

飲料水（１人当たり１日３リットル）
１週間分の場合
1,000 人 ×３リットル ×７日＝21,000 リットル

１階

地下１階

２階

災害対策拠点エリア

災害発生後、継続した災害活動が可能な庁舎

災害活動支援エリア

行政支援エリア

一般待機エリア

屋外支援エリア

外部からの支援物資の受入先としての防災機能

・災害対策本部室に近接して、仮眠室などに転用が可能なスペー
スを確保します。

・地下１階駐車場を屋内で多目的に使える災害活動支援スペース
として計画し、支援活動が十分に行えるスペースを確保します。

・「はなれ」１階の多目的スペースは、弱者や負傷者に対して一時
的な応急処置を行うスペースとして転用が可能な計画とします。

・執務エリアの一部を業務継続が可能な行政支援エリアとして計
画します。

・電気エネルギーを利用できるエリアを限定し、消費を抑える効
率的な計画とします。

・「おもや」１階のロビーは、災害時に在館中の市民が一時的に待
機する場所として利用することを想定します。

・防災広場とピロティ部分は、災害時に救援物資等の仮置スペース
として活用し、「通り庭」も支援スペースとして有効活用します。

・災害対策本部室と隣接する会議室などを中心に、市長室・副市
長室も含め、災害対策の拠点として機能します。

・サーバー室、防災センター、電話交換室、電気室等の災害対策
活動を支えるインフラバックアップを計画します。

【インフラの確保】
・非常用発電機、給排水などの設備は在館者３日分の容量で計画します。
 （想定在館者：職員 900 人 + 市民 100 人）

【活動継続の計画】
・災害活動に必要とされる庁舎の機能を考え、役割に応じたエリア設定を計画します。各エ

リアに要する空調、給排水、照明、コンセント及びエレベーター 1 台が、非常用発電機に
よって稼動します。

【救援支援活動の計画】
・１階の利用しやすい階に、ロビー・多目的スペースを計画し、状況に応じた支援活動が可

能な計画とします。

【防災広場の計画】
・西側の府中街道に面した建物の

外部空間に防災広場を計画し、
救援物資等の仮置スペースを設
け、 救援物資の搬入スペースに
活用できる計画とします。

救援物資搬入時イメージ
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■  防災計画 ゾーニング図

空調凡　例

災害対策
拠点エリア

行政支援
エリア

一般待機
エリア

トイレ
エリア

備考 トイレエリアについては、洗浄便座、暖房便座は含んでいません。

エレベーター
エリア

災害活動
支援エリア

屋外支援
エリア

※ｼｬﾜｰ室※ｼｬﾜｰ室

※ｼｬﾜｰ室

※ｼｬﾜｰ室

換気 給湯 給水 ガス 照明 ｺﾝｾﾝﾄ

○ ○ ー ー ー 50％ 100％

○ ○ ー ーー 30％ 30％

30％ 30％

100％

100％

自動水洗
ｾﾝｻｰのみ

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー 30％ 一部

ー ー ー ー ー ー

ー ー

地下駐車場
エリア（ ） ○ー ー ー ー 30％ 一部

ー ○ ー ○ ー

『非常時における優先通常業務』がＢ以上の執務空間とします。
「府中市事業継続計画」における

給水のみ確保し、給湯については電気の復旧又は、被害がない場合を想定します。

凡　例

シャワー室

災害対策本部

連携

太陽光発電パネル

仮眠室仮眠室

予備室

情報管理課

準災害対策本部
■本部応援員45人

・４階災害対策本部の一部
   にコンセント設置

20kW設置

関係機関用会議室
■警察/消防/自衛隊

・情報受付班

電気室関係
・電気室
・自家発電室

電話交換室

87㎡以上(共用ｽﾍﾟｰｽ含む)

・情報分析班
・広報班
・経理班
・通信班
・情報表示班

報道機関対応用会議室
・記者クラブ11社
　各社２人(35㎡以上)

・各５人(87㎡以上)

市議会対策本部

市長室・副市長室

４階３階

６階５階

災害対策拠点エリア
災害活動支援エリア

行政支援エリア
一般待機エリア
屋外支援エリア
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�場エリア

機�室

執務エリア

執務エリア

地下駐車場

執務エリア 執務エリア

執務エリア

ラ�ンジ

��コーナー
通り�

執務エリア

雨水貯留槽井水 ピット ピット ピット ピット

執務エリア

�場

待合エリア

□自然エネルギーの効率的な活用
・敷地内に風の通り道をつくり、建物の自然通風を促します。
・執務エリアや待合スペースに庇や有孔パネルによって適度にコントロールし
た自然光を取り込みます。

・地上部を積極的に緑化するとともに、屋上の一部についても緑化し、ヒート
アイランド現象の抑制に寄与します。

□高効率機器の採用
・全館 LED照明で計画し、明るさと視環境に配慮した計画とします。　　　　
照明制御盤により、中央での照明管理を可能とします。また、人感センサー
を用いた細やかな点滅制御により省エネルギー化を図ります。

・ガラスについては、Low-E 複層ガラスによる高断熱と高気密化で空調負荷を
低減します。

断面イメージ図
※1:ＣＡＳＢＥＥ：設計段階における省エネルギーや環境負荷の少
ない資機材の仕様といった環境配慮はもとより、室内の快適性や景
観への配慮なども含めた建物の品質を総合的に評価するシステム

※2: スケルトンインフィル：建物を構造体（スケルトン）と内装・
設備（インフィル）に分けて設計する考え方。内装や設備機器の交
換が行いやすいメリットがある。

※４:Low-E 複層ガラス：複層ガラスのうち、その
内面部に特殊な金属膜を設け、断熱性・気密性を高
めたガラス

※３:BEMS：室内環境とエネルギー性能の最適化を図るビル管理シ
ステム。ITを利用して照明や空調を制御して最適なエネルギー管
理を行う。

※2

※4

ひさし

□ライフサイクルコストの低減

□再生可能エネルギーの利用

□自然エネルギーの効率的な活用

□高効率機器の採用

□ライフサイクルコストの低減
・スケルトンインフィル型の施設構成により、組織の変更に対応するフレキシ
ビリティのある計画とします。

・メンテナンス性と耐久性に優れた素材や工法を用いて計画し、将来を見据え
た機能更新に対応しやすい計画とします。

・BEMSの採用によりエネルギーの最適化を行います。また、エネルギー消費
の傾向を把握することが可能となるため、機器運転の改善点を見つけて運用
面での省エネルギー化を行うことができます。

□再生可能エネルギーの利用
・「はなれ」の屋上に太陽光発電設備を計画します。　　　　　　　　　　　
停電や災害時には自立運転により日中の利用を可能とします。

・地下駐車場下部のピットに雨水貯留槽を設置し、屋根部分より集水した雨水
を雑用水として利用します。

・ろ過設備を設置し、井水の利用を計画します。平常時は飲料用として利用す
ることで、省資源化に寄与し、災害時にも有効に活用できる計画とします。

環境計画の考え方

周辺環境と調和し、環境負荷低減に配慮した庁舎とすると
ともに、長期に渡って維持管理しやすく更新性に優れた計
画とします。また、CASBEE における Sランクを取得でき
る計画とします。

※1

※3

LED照明

有孔パネルによる
視線の遮へい効果

自然通風・自然排煙

Low-E複層ガラスによる
高断熱・高気密化

自然光

自然通風

太陽光発電利用

庇・有孔パネルによる
日射負荷低減

屋根部分の
雨水を集水

きめ細かい照明制御

床吹出し空調とし、天井や空調機器を
なくすことで地震時の安全性を確保

ひさし

ポイント フレキシビリティ、メンテナンス性

太陽光発電、雨水・井水の利用ポイント

自然通風、自然光のコントロール、緑化ポイント

LED照明、空調負荷の低減ポイント
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多機能トイレイメージ

リフターイメージ

シグナルエイド概念図

おもや１階多機能トイレ拡大図

1F ロビー周りイメージ

通り庭

西側
エントランス

ロビー

通り庭

エレベーター

エスカレーター執務エリア

執務エリア

エレベーターイメージ
( バリアフリー )

操作盤イメージ
( バリアフリー )

□ゆとりのある通路幅
・敷地内の通路や庁舎内の廊下は極力段差のない構造にするとともに、歩行者と車椅子利用者に配慮したゆ

とりのある幅員を確保します。
・主要な来庁者動線となる「通り庭」に面して出入口を設け、庁舎内へスムーズにアクセスできる計画とし

ます。
□目的の窓口が分かりやすい庁舎
・各課の待合と執務室の間をオープンな空間とし、来庁者にとって見通しやすく、分かりやすい計画としま

す。
・総合案内はロビーの視認しやすい位置に設け、サイン計画を含めて初めての来庁者がスムーズに目的の場

所へ移動できるように配慮します。
□バリアフリー対応のエレベーター
・かごの広さは、車椅子利用者と介護者が同時に入ることが可能な計画とし、十分な広さを確保します。　
（その他昇降機計画参照）
□１階と２階を結ぶエスカレーター
・市民の利用頻度の高い１階と２階を結ぶエスカレーターは、ロビーから分かりやすい位置に計画します。
□障害者等用駐車区画・おもいやり駐車区画
・地下駐車場の「おもや」「はなれ」の各棟にアクセスできるエレベーターに近接して障害者等用駐車区画

を整備し、安全な動線を計画します。障害者等用駐車区画とは別におもいやり駐車区画を設け、高齢者や
妊産婦の方も利用しやすい計画とします。

□音声標識ガイドシステムの導入
・出入口付近に音声標識ガイドを設置し、視覚障害者への建

物案内を行います。出入口に近づくと手持ちのシグナルエ
イドから音響・音声案内を受け取ることができます。

□磁気ループの設置
・聴覚障害者を支援するため、議場に磁気ループを設置しま

す。音声磁場を発生させることで、補聴器や人工内耳を介
して目的の音・声だけを正確に聴き取ることができます。

□多機能トイレ
・各階に誰もが利用できる多機能トイレを設置します。  
・フロアごとの利用者層を考慮し、多様な要求に対応できるトイレ計画とします。１階には介助に必要な十分

なスペース（約 15 ㎡）と大型ベッドやリフターを備えた、重度障害者用トイレを設置します。
□授乳室・キッズコーナー
・授乳室及びキッズコーナーを適所に設け、子ども連れの利用者も安心して利用できる計画とします。

□エレベーター　
　「おもや」3 基（26 人用 : 1 基・15 人用 : 2 基）　 「は

なれ」2 基（26 人用 : 1 基・15 人用 : 1 基）
・２６人乗りのエレベーターを 2 基設置し、車椅子使用

者だけでなく、担架やストレッチャーに対応するとと
もに、点字表示や電光表示、音声案内設備を設置します。

□エスカレーター
「おもや」2 基（上り 1 基、下り 1 基）
・利用者の多い「おもや」１～２階間にエスカレーター

を設置します。幅 600ｍｍのタイプを選定し、追越し
等を未然に防ぎ、利用者の安全に配慮します。

ミラー

手摺

車椅子専用
かご操作盤

・誰もが利用しやすく快適な庁舎とするため、「府中市ユニバーサルデザインの５つの視点」に基づいたユ
ニバーサルデザインの実現を目指します。

・障害者団体との対話を通じて、誘導ブロックや触知案内板の配置を定めるなどより現実的に使いやすい
施設計画とします。

※1:５つの視点：「府中市福祉のまちづくりユニバーサルデザインガイドライン」に示された、 福祉のまちづくりを進めるための５つの視点（公
平・簡単・安全・機能・快適）を指す。

※1

昇降機計画の考え方

・来庁者にとって分かりやすく、職員が利用しやすい昇降機計画とします。
・２６人用を２基、１５人用を３基計画し、いずれもバリアフリーに適合した機器を選定します。また、エス

カレーターを２基設け、利用しやすい位置に計画します。

ユニバーサルデザイン計画の考え方

ロビーの視認しやすい位置に総
合案内を配置

目的の窓口が分かりやすい庁舎

待合と執務室の間をオープン
な空間とし、各種カウンター
を配置

窓口カウンターの配慮

市民の利用頻度の高いロビー
から分かりやすい位置に配置

エレベーター、エスカレーター

来庁者にとって見通し
やすいオープンな空間

分かりやすい庁舎

西側エントランスからすぐに
アクセスできる位置に配置

多機能トイレ・重度障害者用トイレ

電波送受信範囲
半径 10~15m

シグナルエイド

大型ベッド

多機能トイレ

ピンポーン
正面玄関はこちらです。

音声標識ガイド装置

ベッド（折りたたみ式）

オストメイト

冷水機

ベビーチェア・フィッティングボード
跳ね上げ手すり

跳ね上げ手すり

バリアフリー対応便器
スイング式手すり

移動リフター

西側
エントランス

重度障害者用トイレ
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